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新庄市教育委員会 
教  育  相  談  室 
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ＮＯ．１０７ 

 

２０１６．７．２５ 

シリーズ 家庭教育ノート ～小・中学生の保護者向け～ （文科省／山形県版（平 15）より） 

 全６章を、月に１章ずつの分割で掲載中です。 

第３章 家庭でのルール 

   ルールを守るものは、ルールに守られる。 

（1）ルールってだれのためにあるんだろう。 

（2）子どもを不幸にしたければ、何でも買ってあげればいい。 

（3）健やかな成長のためには、睡眠は大切です。 

（4）子ども部屋を与えるときは、そのルールもセットで与えよう。 

（5）家事を手伝わせたら、子どもがしっかりしてきた。 

 

 

異業種に学ぶ／問いかけ～安心、そして癒
い

えへ 

病院における看護師さんの「どうなさいましたか？」の問いかけに、不安のみならず症 

状までが和らぐような思いを経験された方は少なからずおられることと思います。  

ある研修会で、県療育センター伊東愛子先生の講演を聴く機会がありました。ここでは、 

研修テーマにかかわる内容の他に、先生の語り口、特に診療・面談時における来談者とのや

りとりの再現から、対応の真髄のようなものをも学ぶことができました。 

ところで、近年は「おもてなし」（ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ≒相手の幸福のために最善を尽くす）のこと 

が折りに触れて話題になります。事実、各種事業所の窓口やサービス業において気持のよ

い接客に出合うことがしばしばあります。喜ばしい限りです。 

小職においても、これらのことを「ﾎﾟｽﾋﾟﾀﾘﾃｨのﾊﾟｯｹｰｼﾞ」として心に留めて日々の仕事に

あたりたいと改めて思うこの頃です。  

 

 最近の朗報から／悩まれた分だけ 喜びもひとしお 
‐その１‐ 長旅・実習航海に 

５月の末近く、約２ヶ月間にわたる実習航海に出る「鳥海丸」上の我が子を見送った母親

から連絡をいただきました。「便りの無いのが良い便り」と承知しつつも音信を渇望される言

葉からは、溢れ出るほどの喜びと秘かな誇りが伝わってきました。共に悩み共に考えた立場

で、快哉を叫ばずにはいられませんでした。日焼けと潮の匂いが似合う精悍な姿で帰港する

日が待ち遠しいです。（このお便りをお届けするころには最終的に下船(7/21)しています。） 
 
‐その２‐ ホームステイのホストで交流 

６月、新庄東高校と友好関係にあるカリフォルニア州ｱﾚｰﾃ･ﾌﾟﾘﾍﾟｱﾚｰﾄﾘｰ･ｱｶﾃﾞﾐｰ高校の生

徒が同校を訪問して交流学習が行なわれました。３年ＳＳさんのご家庭がﾎｰﾑｽﾃｲのﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ

として、来校した生徒のお世話（分宿）を引き受けられました。夜は友人を巻き込んでにぎ

やかに交流し、貴重な体験になったとのことです。ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰはご家庭の信頼はもちろんのこ

と、学業生活におけるＳさんの活躍と人望があればこその役割といえます。抑えきれない喜

びに、声を弾ませて朗報を寄せてくださった母親と感慨を共有することができました。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教 育 相 談 連 絡 先 

 
○ ダイヤルなんでも相談                  ○ 適応指導教室（シャイニング） 

ＴＥＬ ２３－７２６６                    ＴＥＬ ２２－２１１１ 
                 （内線 ４４５、４４８） 

 
 

７月の活動  シャイニングクラス在籍 ４名 

＜ シャイニングクラスの学習 ＞ 
   ○月曜日  理科、国語 

   ○水曜日  社会、英語 

   ○木曜日  体験活動（月２回） 

 ○金曜日  数学、体育 

  
 

  

 

 
－ トピック ―  “いま学校を休んでいる私からあなたへ”／ＮＨＫラジオ=予告 

まい朝ラジオにおいて、投稿されるリスナーの声で構成される特集番組です。テーマに関

してリスナー同士が考えや思いを共有するとともに、理解を広めることがねらいです。一

般市民ならではの目線で、本質に触れる温かく且つ啓発的な意見が寄せられものと予想し

ています。 

わたしたちも一市民として、子どもたちを取り巻く状況の理解を深め、提起される問題

に対して隣人（地域）としてどう向き合えばよいかなどを共に考える機会にしたいです。 

放送は８／２８（日）午前8:05～9:55の予定です。 

学習活動から   

  

  

◇体験活動④  7 月  7 日（木）畑の管理（除草等）  

体験活動⑤  7 月 21 日（木）ものづくり（絵手紙） 

      

◆自主学習教室 ＝「夏季休業」期間中に開設 

7 月 25 日(月)  ~  8 月 9 日(火) 

林、小野、荒木が担当です。 

 

（3）理科実験講座  ６月２３日（木） 

①電気パン（ﾎｯﾄｹｰｷ）づくり…炭酸水素ナトリウム(重曹)の熱分解で 

発生する二酸化炭素による膨らみを利用 。 

②ガスバーナーの使い方実技。 

③鉄＋硫黄→硫化鉄 … ＋塩酸→硫化水素発生など。 

  教育センターの先生方にはたいへんお世話になり、ありがとうございました。 

（1）感動を与える姿／体験活動 ‐農園の草取り‐ ７月７日（木） 

前日の大雨で、畝の間に溜まった水が引かずぬかるみます。しかも、高い湿度に加えと

きおりの霧雨に不快感は飽和状態です。しかし、生徒たちは避けたいそぶりは毫も見せず、 

「汚れと汗」の作業に向き合いました。 

話を弾ませながら仕事を進め、予定した草取りをやり遂げました。そして、一人ひとり

のまとめの文には、食や農、勤労について感じ取ったことが表れていました。大地と向き

合う活動はきわめてリアルな学習であると、改めて感じさせられました。 

また、嬉しいことに、作業のようすを近くでご覧になっていた方のお褒めのことばが、

後日、人づてに聞えてきました。 
 
（2）おぉ、２秒も短縮！／体位・体力・運動能力向上 ７月８日（金） 

体育で継続している簡易シャトルラン（所要約 30 秒）において、タイムが５月に比べ

て２秒ほど縮みました。若干の測定誤差を割り引いても、すばらしい！ 

それにしても、毎回、滝のような汗をかいて動く生徒たちの回復力といったら‥‥。 

 

電気パンを仕込む 


